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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】顎関節 MRIでは同じ繰り返し時間を持ち、エコー時間の異なるプロトン密度強調像と T2強
調像を同時収集する dual echo法二次元撮像が多く使われてきた。本研究では、三次元スピンエコー
を dual echoで収集撮像し（VISTAプロトン密度強調像および VISTA T2強調像）、更にプロトン密
度強調像と T2強調像を足し算した加算融合画像（VISTA加算融合画像）も作成しコントラストの改
善と検査の簡便化をはかり、従来法と比較し関節円板・関節液の描出性を検討した。 
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
顎関節 MRI では同じ繰り返し時間を持ち、エコー時間の異なるプロトン密度強調像と T2強調像を


















以上の研究結果は、顎関節 MRIにおける Dual Echo Volumetric Isotropic Turbo Spin Echo 
Acquisition (VISTA)の有用性を示した研究である。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
 
